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医療観察法部会（仮称）の設置について   



医療観察法部会（仮称）の設置について（案）  

1．部会の設置の趣旨及び審議事項  

心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関   

する法律（平成15年法律第110号。以下「医療観察法」という。）   
第95条において、医療観察法の規定に基づく入院による医療を受けて   
いる者等は、その者の処遇の改善のために必要な措置を採ることを命ず   

ることを厚生労働大臣に対し求めること（以下「処遇改善請求」という。）   

ができる旨規定されている。  

この処遇改善請求が行われた場合、 当該処遇改善請求に係る入院中の   

者の処遇が適当であるかどうかは社会保障審議会において審査を行うこ   

ととなっている（医療観察法第96条第2項）。  

そこで、処遇改善請求が行われた場合に、当該処遇改善請求に係る入   

院中の者の処遇について審議いただくため、社会保障審議会に専門の部   

会を設置する。  
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む 神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関する法律（抄）  

（平成15年法律第110号）  
（平成17年7月15日施行）  

（処遇改善の請求）  

第95条 第42条第1項第1号又は第61条第1項第1号の決定により指定入院医療機関に入院し   
ている者又はその保護者は、厚生労働省令で定めるところにより、厚生労働大臣に対し、指定入   
院医療機関の管理者に対して当該入院している者の処遇の改善のために必要な措置を採ること   
を命ずることを求めることができる。  
（処遇改善の請求による審査）  

第96条 厚生労働大臣は、前条の規定による請求を受けたときは、当該請求の内容を社会保障   
審議会に通知し、当該請求に係る入院中の者について、その処遇が適当であるかどうかに閲し   
審査を求めなければならない。  

2 社会保障審議会は、前項の規定により審査を求められたときは、当該審査に  

係
 
 

について、その処遇が適当であるかどうかに閲し審査を行い、その結果を厚生労働   
なければならない。  

3～6（略）  

2．当面のスケジュール   

近く入院決定を受ける者が出るものと想定されることから、処遇改善   
請求が行われた場合に対応できるよう、早期に部会を設置して運営体制   

を整える必要がある。   
処遇改善請求があり次第、必要な手続を進め、当該処遇改善請求に係   

る入院中の者の処遇について議論を行う。  
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心神喪失者等医療観察法第95条の処遇改善の請求の流れ  

⑥処遇改善措置  
′  

命令（所要3日間鵬）′′▼       ′  

、  

（必要ある場合）  

▲■ ′ ⑧管理者の採った  
′ 冊の報告  

（1ケ月以内に報告）   
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心神喪失等の状態で重大な他苦行為を行った者の医療及び観察等に関する法律の概要  

地 方 裁 判 所  
⊥経度 
○処遇の要否由決定は．裁判官1者  
及び精神科医1名の意見の‘致し   
たところによる 

O精神障青春措祉等の専門家力咽 
与し∴意見を述空る  

2役割 
○入院（再入院を含む。）又は通院の  

∵晰卿科  

0不起訴処分者釘ナた看たっI亘は  

あることを確認  

3∴決定手続  

①裁判官による鑑定入院命令  
②処遇の軍曹の決定手続  
・精神科医による対象者の鑑定  

・検察官・対象者（付添人）等による   

資料提出  

守対象者の生活環境等の調査   

③処遇の決定  

ナ医療を受けさ早年ために入院させ 

る決定 
・よらない医療を受けさせる   
決定  

＠決定に対し抗告できる  

医療を受けさせるために入 院させる旨の決定  
殺尤．放火．強盗∴強姦■強制わ  
いせ？（以上の未遂を含む。）．傷害（軽  
微なものを除く。）・傷害致死  指定入院医療機関  

退院の許可の申立て  
入院継続の確掟の申立て  裁判所の決定  

による再入院  
退院の許可  
による退院  

指定通院医療機関  

検 察 庁  
心神喪失者  
又は心神耗  
弱者と認め．  
不起訴処分   

連 携  

く■  

：1 心神喪失音  

叉は心神耗  
弱者と認定  
し．無罪等の  
判決の確定  

裁 判 所  

都道府県（精神保健   

福祉センター等）  

市町村（保健所等）  

社会復帰施設 等  

処遇終了の申  
立て  
通院期間の延  
長の申立て  
再入院の申立  
て  

保護観察所  
（社会復帰調整官）  

精神保健観照  
（観察・指導等）  

鑑定入院命令  
入院■通院治療決定  
退院許可決定  
処遇の終了決定 等  

鑑定入院命令取消しの申立て  
入院・通院治療決定に対する  
不服申立て  
退院許可の申立て  
処遇の終了の申立て 等  

被害者・遺族  
必要的選任  

保健・福祉に関する援助  

付 添 人  
（弁 護 士）  

対 象 者  
病状に応じた適切な医療   選任  



社会保障審議会運営規則の改正   



社
会
保
障
審
議
会
運
営
規
則
改
正
案
 
新
旧
対
照
条
文
 
 

○
 
社
会
保
障
審
議
会
運
営
規
則
 
（
平
成
十
三
年
一
月
三
十
日
社
会
保
障
審
議
会
決
定
）
 
（
抄
）
 
 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）
 
 
 



社
会
保
障
審
議
会
運
営
規
則
改
正
案
参
照
条
文
 
 
 

○
 
社
会
保
障
審
議
会
運
営
規
則
（
平
成
±
ニ
年
一
月
三
十
日
社
会
保
障
審
議
会
決
定
）
 
 

（
会
議
）
 
 

第
t
条
 
社
会
保
障
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
は
、
会
長
が
召
集
す
る
。
 
 

2
 
会
長
は
、
審
議
会
を
召
集
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
期
日
、
場
所
及
び
議
題
を
委
員
並
び
に
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
に
通
知
す
る
も
の
 
 
 

と
す
る
。
 
 

3
 
前
項
の
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
の
範
囲
は
、
会
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 
 

4
 
会
長
は
、
議
長
と
し
て
審
議
会
の
議
事
を
整
理
す
る
。
 
 

（
審
議
会
の
部
会
の
設
置
）
 
 

第
二
条
 
会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
審
議
会
に
諮
っ
て
部
会
（
分
科
会
に
置
か
れ
る
部
会
を
除
く
。
以
下
本
条
か
ら
第
四
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
設
置
す
 
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

2
 
会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
二
以
上
の
部
会
を
合
同
し
て
調
査
審
議
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

（
諮
問
の
付
議
）
 
 

第
三
条
 
会
長
は
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
関
係
各
大
臣
の
諮
問
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
諮
問
を
分
科
会
又
は
部
会
に
付
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

（
分
科
会
及
び
部
会
の
議
決
）
 
 

第
四
条
 
分
科
会
及
び
部
会
の
議
決
は
、
会
長
の
同
意
を
得
て
、
審
議
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

（
会
議
の
公
開
）
 
 

第
五
条
 
審
議
会
の
会
議
は
公
開
と
す
る
。
た
だ
し
、
会
長
は
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
か
つ
中
立
な
審
議
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
 
 
 

正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
会
議
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

2
 
会
長
は
、
会
議
に
お
け
る
秩
序
の
維
持
の
た
め
、
傍
聴
人
の
退
場
を
命
ず
る
な
ど
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

（
議
事
録
）
 
 

第
六
条
 
議
事
録
に
お
け
る
議
事
は
、
次
の
事
項
を
含
め
、
議
事
録
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
 
 

一
会
議
の
日
時
及
び
場
所
 
 
 

二
 
出
席
し
た
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
の
氏
名
 
 

2   



○
 
社
会
保
障
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
六
月
七
日
政
令
第
二
百
八
十
二
号
）
 
 

（
組
織
）
 
 

第
一
条
 
社
会
保
障
審
議
会
 
（
以
下
 
「
審
議
会
」
 
と
い
う
。
）
 
は
、
委
員
三
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。
 
 

2
 
審
議
会
に
、
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

三
 
議
事
と
な
っ
た
事
項
 
 

2
 
議
事
録
は
公
開
と
す
る
。
た
だ
し
、
会
長
は
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
か
つ
中
立
な
審
議
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
正
当
な
理
由
 
 
 

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
議
事
録
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

3
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
議
事
録
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
場
合
に
は
、
会
長
は
、
非
公
開
と
し
た
部
分
に
つ
い
て
議
事
要
旨
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
開
す
る
も
の
と
す
 
 
 

る
。
 
 

（
分
科
会
の
部
会
の
設
置
等
）
 
 

第
七
条
 
分
科
会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
分
科
会
に
諮
っ
て
部
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

2
 
分
科
会
長
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
付
議
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
付
議
を
前
項
の
部
会
に
付
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

3
 
第
一
項
の
部
会
の
議
決
は
、
分
科
会
長
の
同
意
を
得
て
、
分
科
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

4
 
分
科
会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
二
以
上
の
部
会
を
合
同
し
て
調
査
審
議
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

（
委
員
会
の
設
置
）
 
 

第
八
条
 
分
科
会
長
又
は
部
会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
分
科
会
又
は
部
会
に
諮
っ
て
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

（
準
用
規
定
）
 
 

第
九
条
 
第
l
条
、
第
五
条
及
び
第
六
条
の
規
定
は
、
分
科
会
及
び
部
会
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
、
第
五
条
及
び
第
六
条
中
「
会
長
」
と
あ
る
の
は
、
分
科
 
 
 

会
に
あ
っ
て
は
「
分
科
会
長
」
、
部
会
に
あ
っ
て
は
「
部
会
長
」
と
、
第
一
条
中
「
委
員
」
と
あ
る
の
は
、
分
科
会
に
あ
っ
て
は
「
当
該
分
科
会
に
属
す
る
委
員
」
、
部
会
に
あ
 
 
 

っ
て
は
「
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
」
と
、
「
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
」
と
あ
る
の
は
、
分
科
会
に
あ
っ
て
は
、
「
当
該
分
科
会
に
属
す
る
臨
時
委
員
及
 
 
 

び
専
門
委
員
で
あ
っ
て
議
事
に
関
係
の
あ
る
者
」
、
部
会
に
あ
っ
て
は
「
当
該
部
会
に
属
す
る
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
で
あ
っ
て
議
事
に
関
係
の
あ
る
者
」
と
読
み
替
え
る
も
 
 
 

の
と
す
る
。
 
 

（
雑
則
）
 
 

第
十
条
 
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
、
分
科
会
又
は
部
会
の
運
営
に
必
要
な
事
項
は
、
そ
れ
ぞ
れ
会
長
、
分
科
会
長
又
は
部
会
長
が
定
め
る
。
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3
 
審
議
会
に
、
専
門
の
事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
専
門
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

（
委
員
等
の
任
命
）
 
 

第
二
条
 
委
員
及
び
臨
時
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
任
命
す
る
。
 
 

2
 
専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
し
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
任
命
す
る
。
 
 

（
委
員
の
任
期
等
）
 
 

第
三
条
 
委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。
 
 

2
 
委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

3
 
臨
時
委
員
は
、
そ
の
者
の
任
命
に
係
る
当
該
特
別
の
事
項
に
関
す
る
調
査
審
議
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
 
 

4
 
専
門
委
員
は
、
そ
の
者
の
任
命
に
係
る
当
該
専
門
の
事
項
に
関
す
る
調
査
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
 
 

5
 
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。
 
 

（
会
長
）
 
 

第
四
条
 
審
議
会
に
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。
 
 

2
 
会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
議
会
を
代
表
す
る
。
 
 

3
 
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。
 
 

（
分
科
会
）
 
 

第
五
条
 
審
議
会
に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
分
科
会
を
置
き
、
こ
れ
ら
の
分
科
会
の
所
掌
事
務
は
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
 
 
 

と
す
る
。
 
 

年  医  介  福  医  統   
金  療  護  祉  療  計   
資  保  給  文  分  分   
金  険  付  化  科  科   

名  
用  険  分   科   
分  称  

科  
会   

科  

す  限  祉   る   

厚        医  

生  法康  属護  （童  療  と 計   

年  律保  さ保  昭福  法  ○ の   

金  ／へ険  せ険  和祉    （  総   

保  昭法  ら法  二法  昭  ノ△、 口   
険  和（  れ（  十．へ  和  的   
法  

十正  
九   

和  
法年  処法  第二  法  査   

十  律法  理律  四年  律  及   
九  第律  す第  十法  第  び   
年  七第  る 百  五律    研   
法  十七  ヽ＿＿  一  号第  百  窄  

律  七十  
統     ロロ  

百   国 田   計   
十  
五  

Fコ ‾す   

）  に痍  介  条、  に   及   
及  

び  

事  
務  

年  

金  
法   
（  
昭  
和  せ律  成  限昭  せ  奉口  

ら第  九  に和  ら  識   
十  

四  
年  

法  
律  

第  

百  
四   
十  康  ロ 7ヲ  

＼－／   

凡   
ヽ、＿．／   

の  ）  項  
規  を  

定   
調   

に  部  り  ○び  
よ  を  

改  

査  
議   

正   
貫  

す  

4  



（
部
会
）
 
 

第
六
条
 
審
議
会
及
び
分
科
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

2
 
部
会
に
属
す
べ
き
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
会
長
（
分
科
会
に
置
か
れ
る
部
会
に
あ
っ
て
は
、
分
科
会
長
）
が
指
名
す
る
。
 
 

3
 
部
会
に
部
会
長
を
置
き
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。
 
 

4
 
部
会
長
は
、
当
該
部
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。
 
 

5
 
部
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
又
は
臨
時
委
員
の
う
ち
か
ら
部
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
者
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。
 
 

6
 
審
議
会
（
分
科
会
に
置
か
れ
る
部
会
に
あ
っ
て
は
、
分
科
会
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
の
議
決
を
も
っ
て
審
議
会
の
議
決
 
 
 

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

（
幹
事
）
 
 

第
七
条
 
審
議
会
に
、
幹
事
を
置
く
。
 
 

2
 
幹
事
は
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
任
命
す
る
。
 
 

3
 
幹
事
は
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
、
委
員
を
補
佐
す
る
。
 
 

4
 
幹
事
は
、
非
常
勤
と
す
る
。
 
 

（
議
事
）
 
 

第
八
条
 
審
議
会
は
、
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
の
三
分
の
一
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 
 

2
 
審
議
会
の
議
事
は
、
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
で
会
議
に
出
席
し
た
も
の
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
会
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 
 

3
 
前
二
項
の
規
定
は
、
分
科
会
及
び
部
会
の
議
事
に
準
用
す
る
。
 
 

（
資
料
の
提
出
等
の
要
求
）
 
 

第
九
条
 
審
議
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
表
明
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
 
 
 

力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

（
庶
務
）
 
 

6 5 4 3 2  

前
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
分
科
会
に
属
す
べ
き
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
名
す
る
。
 
 

分
科
会
に
分
科
会
長
を
置
き
、
当
該
分
科
会
に
属
す
る
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。
 
 

分
科
会
長
は
、
当
該
分
科
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。
 
 

分
科
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
分
科
会
に
属
す
る
委
員
又
は
臨
時
委
員
の
う
ち
か
ら
分
科
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
者
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。
 
 

審
議
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
分
科
会
の
議
決
を
も
っ
て
審
議
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。
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第
十
条
 
審
議
会
の
庶
務
は
、
厚
生
労
働
省
政
策
統
括
官
に
お
い
て
総
括
し
、
及
び
処
理
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
 
 
 

該
各
号
に
定
め
る
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。
 
 

一
統
計
分
科
会
 
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部
企
画
課
 
 
 

二
 
医
療
分
科
会
 
厚
生
労
働
省
医
政
局
総
務
課
 
 
 

三
 
福
祉
文
化
分
科
会
 
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
育
成
環
境
課
 
 
 

四
 
介
護
給
付
費
分
科
会
 
厚
生
労
働
省
老
健
局
老
人
保
健
課
 
 
 

五
 
医
療
保
険
保
険
料
率
分
科
会
 
厚
生
労
働
省
保
険
局
総
務
課
 
 
 

六
 
年
金
資
金
運
用
分
科
会
 
厚
生
労
働
省
年
金
局
総
務
課
 
 

（
雑
則
）
 
 

第
十
一
条
 
こ
の
政
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
議
事
の
手
続
そ
の
他
審
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
審
議
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。
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